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１　新発田市地域福祉（活動）計画とは
　新発田市は「まちづくり総合計画」の中で、あるべき将来都市像を「住みよいまち日本一　健康田園文
化都市・しばた」としており、新発田市地域福祉（活動）計画は、「しばたは本当に住み良いまちだ」「しば
たに住んで良かった」と市民が実感できるよう、地域において市民や福祉関係者、行政が相互に知恵を
出し、力を合わせながら、高齢者や障がい者など支援が必要な市民が地域で安心して生活を送ることが
できる“共生社会”の実現を目指すもので、地域住民自らが地域福祉の推進に取り組むための行動計画
が「地域福祉（活動）計画」です。
　新発田市では、平成２５年度に、新たな地域住民の生活課題に横断的に対応できるよう連携を図ると
ともに、より効果的に地域福祉を推進するため、市と新発田市社会福祉協議会が協働して地域福祉計画と
地域福祉活動計画を一体化した「新発田市地域福祉（活動）計画」を、平成２８年度までの４年計画として
策定し、市内の全ての地区において、住民、自治会、福祉関係者、社会福祉協議会、行政がそれぞれの役割を
認識しながら、地域の魅力や現状、これからの目指す地域像、その実現のための具体的な取組などを
協議し、地区福祉活動計画を策定してきました。

２　計画の位置づけ
　「新発田市地域福祉(活動)計画」は、地域における住民参加や協働によるさまざまな分野を通じた支え
合いを想定し、市政運営の基幹となる「新発田市まちづくり総合計画」を上位計画とし、これまで児童・
障がい者・高齢者ごとに策定されてきた「子ども・子育て支援事業計画」「障がい者計画」「高齢者保健福
祉計画」などの個別計画を、地域福祉の視点から推進し、地域住民の生活課題に横断的に対応できるよ
う連携して地域福祉の向上を図ることを目的とした計画です。

３　計画の期間
　本計画の期間は、平成２９年度から平成３６年度までの８年計画とし、計画開始から４年目の平成３２年
度に見直しを検討します。
　なお、社会状況の変化や市の総合計画や関連計画の改定などを踏まえ、必要に応じて適宜、見直しを
行うこととします。



５　計画の推進について
　本計画の取組により明らかになった地域のさまざまな課題に対して、自助、共助、公助で補完し合
いながら、支援が必要な人を孤立・孤独、排除や摩擦から守り、社会・地域の一員として包み支え合
う「支え合いの地域づくり」に向けて、自助、共助の活動を支援しつつ、公助で担うべき福祉サービ
スを提供し、地域福祉を総合的に推進します。

４　計画の体系

≪基本理念≫

すべての市民が住みなれた地域でともに支え合い、

安心して暮らせる福祉の地域づくり

（１）地域で支え合う

福祉のまちづくり

《重点課題１》

少子高齢化や障がい者

に対応した地域での支

え合いづくり

（４）安心・安全な福

祉のまちづくり

《重点課題４》

地域での防災・防犯力

の強化や避難行動要支

援者への支援

（３）健康であり続け
るための福祉のまちづ
くり

《重点課題３》

住民主体による健康増

進や介護予防活動の推

進

（２）地域で育む福祉

のまちづくり

《重点課題２》

健やかな子育てと若者

世代を支援する施策づ

くり

（５）福祉サービスを

利用しやすいまちづくり

《重点課題５》

利用者のニーズに応じ

た福祉サービスの量と

質の確保

≪基本的視点≫
１．地域の個性を生かした住民主体によるまちづくり
２．地域住民と行政のパートナーシップに基づく地域課題への取組
３．だれもが健康でいきいきと暮らすことができる地域づくり
４．災害・犯罪に対し安心して住めるまちづくり
５．利用者の立場を尊重した福祉サービスの量と質の確保
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『将来都市像』

住みよいまち日本一 健康田園文化都市・しばた

①住民主体による支

　え合い体制の構築

　と推進

②住民、民間団体、

　行政相互の連携や

　協働関係の構築

③ひとり暮らし高齢

　者、障がい者など

　を含めた地域住民

　の「地域の居場所」

　「つながり」「役

　割」の充実

①地域での子育て支

　援のための体制づ

　くり

②地域、民間事業者

　及び行政の連携・

　協力体制の整備

③楽しく集うための

　場所や交流の場の

　設置や三世代交流

　事業の推進

④人材育成につなが

　るネットワークの

　仕組みづくり

①新たな生きがいづ

　くりや社会参加の

　きっかけづくりの

　実施（地域の方の

　豊富な人生経験に

　基づく多彩な知恵

　をいかしてもらう）

②こころと体の健康

　づくりと介護予防

③障がい者などの自

　立と社会参加の促

　進

①災害等に備えた地

　域の支えあいの仕

　組みづくり

②防災・防犯情報の

　提供

③道路の段差などの

　バリアフリー化

①利用者の様々な

　ニーズに対応した

　情報の発信及び提

　供

②地域において住民

　同士が気軽に相談

　できる支え合いの

　仕組みづくり

③介護、福祉サービ

　ス等の量と質の確

　保



♡

加　治

住　吉

松　浦

外ヶ輪

猿　橋

川　東

紫雲寺

二　葉

米　倉

五十公野

佐々木

豊　浦

御免町

東　豊

赤　谷

菅　谷

加治川

子どもから高齢者まで元気で楽しく　助け合えるふるさと加治

老若男女 声かけ合って 地域の人が 安心して暮らせるまちづくり

声かけ合い 笑顔あふれる 自然豊かな松浦　夢と未来につなげよう！

歴史と文化の薫る 住みやすい地区 外ヶ輪　～大きく育てよう人の輪で～

みんなでつくろう おせっかいの和　～気にかけ　声かけ　住みよい猿橋～

老いも若きもみんなでがんばる川東　～地域の教育力を高めよう～

にっこり ほっこり みんなで支え愛 しうんじ　～伝統を守り 安心して暮らせる自然豊かな紫雲寺～

豊かな自然　歴史が息づく住みよい地域 米倉　～地域の宝を堀りあてよう！

美しい自然 歴史息づく ふるさと五十公野　～安心安全　笑顔で暮らす楽しい地域～

だいすき　佐々木！　～ふれあい　人と人　地域の輪～

つながる輪　広がる和　にっこり笑顔　愛ある豊浦　～ほっとな地域　宝を育てよう！～

住みたい　住み続けたい　笑顔あふれる御免町　～絆でつなぐみんなのまちに～

人と人がつながり夢がふくらむ東豊　～笑顔とあいさつが広がるまちに～

自然の恵みを大切に　伝統を受け継ぐ赤谷地区

自然の恵みに感謝！　老いも若きも支え愛の菅谷　～残そう輝く緑　活かそう歴史と文化～

住みやすい 　桜の里 　加治川　～声かけ　気づかい　助け合い～
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活動計画　基本理念（スローガン）地区策定
年度
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■ 新発田市
〒957－8686 新発田市中央町3丁目3番3号
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URL： http://www.city.shibata.niigata.jp
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〒957－0054 新発田市本町4丁目16番83号
TEL： 0254－23－1000
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※　地区福祉活動計画は、地域の自治会・各種福祉関係団体・社会福祉協議会及び行政が連携し、地域住民一人ひとりが地域
福祉に関して理解を深め、地域における気づき、見守り、支え合いを行っていくために、「そのためには何が必要か」「何を
するか」「何ができるか」を協議する福祉懇談会を各地区３～４回開催し、地区活動計画の基本理念（スローガン）、基本目標を
掲げ、地域住民が主体となった福祉活動を推進している計画です。
　　また、各地区の状況により適宜、見直し等が行われます。

６　地区福祉活動計画に掲げられている基本理念（スローガン）


